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１．はじめに 

沖縄県における観光は，平成 30 年度に入域観光客 1000 万人，

観光収入7,000億円台を突破し6年連続で過去最高を記録 1）した

が，新型コロナ感染症の影響により観光客数が大幅に減少し，県

経済は大きな打撃を受けた。このため沖縄県では，リーディング

産業である沖縄観光の回復・復興を加速し，ウィズコロナ・アフタ

ーコロナに応じた「世界から選ばれる観光地」を目指し，様々な施

策展開の方針等を明らかにしており 2），今後の経済活動も観光を

中心に据える見通しである。 
沖縄造園業界においても，観光は主要な事業分野の一つである。

本土復帰（昭和47年）や沖縄海洋博覧会（昭和50年）等を契機

に，国及び地方自治体が強力に推進してきた公園・道路緑化をは

じめとする公共造園工事や，リゾート開発等の民間造園工事は，

沖縄ならではの魅力ある景観の創出に寄与してきた。特に道路緑

化の分野では，都道府県別道路延長当たり高木本数が31.8 本/km
と，2位の東京（21.5本/km）を引き離し全国1位（全国平均5.5
本/km）を達成 3）するなどの一定の成果を挙げてきた。本県を訪れ

た観光客の交通手段は，乗用車やバス等を用いた道路での移動が

主となるため，主要観光地や景勝地はさる事ながら，それらを繋

ぐ道程となる沿道含めた道路景観も重要な観光資源である。 
 

２．沖縄の道路緑化と沖縄造園業界の抱える今日的課題 

本稿のテーマである造園事業管理プラットフォームkarahai（カ

ラハーイ）は，沖縄ならではの魅力ある景観の創出・維持への一層

の貢献と，業界の収益力向上を図ることを目的としている。具体

的には，公共造園，特に道路緑化の分野で抱える課題と，沖縄の造

園業界が抱える課題を解決することを目指している。そこで，そ

れぞれの課題を以下に整理した。 
（１）沖縄の道路緑化の課題 

30年以上が経過した道路緑化の積極的推進は，一定の評価を得

た反面，様々な課題が顕在化している。これらの課題は，おおまか

にマクロ的課題・ミクロ的課題に分類すると対応が明確になる。 
１）マクロ的課題 

今日の全国一位の道路延長当たり高木本数は，道路整備に応じ

て網羅的に街路樹を植栽することを前提とした取り組みの結果と

言える。しかし，現場に目を移すと背部の樹林地と一体化した街

路樹（写真－1）や，背部の眺望景観を阻害する街路樹（写真－2）
など，必要性の低い郊外の街路樹も散見される。その一方で，緑陰

機能が特に求められる市街地で緑陰に乏しい樹種（写真－3）や未

植栽となっている区間も見られるなど，周辺土地利用と街路樹の

必要性が整合していないケースがみられる。 
行政に目を向けると，現在県内において街路樹情報をデータベ

ース化している自治体はなく，大半が紙台帳により情報を管理し

ている状況で，台帳更新も断続的なため現場の状況と必ずしも整

合していない状況である。また、行政に造園を専門とした技術職

はおらず，異分野の技術者が街路樹管理業務の監理を担当してい

る。現状の街路樹の適切な評価もないまま，前年度の管理内容を

踏襲した管理が発注されていることも少なくない。 
２）ミクロ的課題 

街路樹単位あるいは植栽地単位で見ると，風環境や土壌環境と

の不整合による生育不良や，樹木の過大な成長に伴う根上がり（写

真－4）や沿道建築物等への枝の伸張等による維持管理負担の増加，

樹冠ボリュームと植栽間隔の不整合による過密・過疎植栽（写真

－5）などがある。これらの個別の課題に対する対応策には，道路

植栽の更新が考えられるが，マクロ的課題で挙げた周辺土地利用

により，方針が大きく変わる可能性がある。 
これらに併せて，喫緊の課題として雑草管理が挙げられる。本土

のような冬季が無い亜熱帯性気候という環境上，イネ科やその他

雑草類が冬枯れせず越冬し通年生長する。なお，イネ科牧草の単

収は，全国平均の 3 倍にも及ぶというデータもあり 4），沖縄での
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雑草の生育が全国的にみても旺盛であることが分かる。対して，

維持管理業務においては，全国一律の管理基準を背景に 1～2 回/
年程度の除草頻度となっており，伸びきった段階で刈り払う程度

の対応にならざるを得ず，一年を通して雑草が繁茂した状況が常

態化している（写真－6）。 

（２）沖縄造園業界の課題 

１）受注体制の課題 

一般化してきた公園等の指定管理者制度や，導入の広がりを見

せるPFIやPark-PFI（P-PFI）など，造園業が関与する公共事業

における民間参入の領域が拡大している。現在，行政主体でマネ

ジメントしている街路樹管理においても，同様の展開を見据える

必要があり，これまでの定められた仕様を遂行する従来型事業か

ら，造園という専門的職能のノウハウを活かした仕様を提案する

といった，能動的かつ戦略的な事業展開が求められる。 
２）維持管理業務の課題 

近年では，これまで大きな比率を占めていた道路や公園等の新

設工事に伴う公共植栽工事の発注が大幅に減少し，既存の道路イ

ンフラの改良や公共施設の維持管理業務が公共事業での主な事業

領域となっている。これまで管理業務の成果は、随時紙ベースで

報告され、成果書類として提出された後は，ほぼ見返されること

もなく、管理ノウハウの蓄積等へ活用されにくい状態であった。

これは，管理に携わる当事者だけの暗黙知を基にした管理が一般

的であったためと考えられるが，近年，経験豊富な団塊世代の大

量退職が現実になる中で，いち早く暗黙知を形式知に転換してい

くことが，企業の持続性や収益性を高める上で重要な課題である。 
３）公共用緑化樹木の生産・在庫管理の課題 

公共用緑化樹木の生産・販売も業界の重要な事業領域である。こ

れまで業界では，温帯域と熱帯域の気候帯に分布する植物が生育

できる環境を活かし，リュウキュウマツやフクギなどの在来の樹

種に加え，ホウオウボクやトックリキワタなど熱帯域の様々な樹

種を移入・生産・増産することで県内の造園空間に供給してきた。

しかし，公共緑化樹木の県内需要は，先述の通り公共工事の減少

に伴い縮小傾向にある。また，小規模な生産業者が各自で属人的

に在庫を管理しているため，これらを統括する沖縄県緑化種苗協

同組合では，きめ細かな在庫管理が困難な状況にあり，受注機会

の逸失が懸念されている。加えて，先述と同様に世代交代を見据

えた暗黙知の形式知への転換が課題となっている。 
 

３．沖縄における道路植栽管理の動向 

沖縄県では，世界水準の観光リゾート地に相応しい景観の形成

を見据え，沿道景観の向上や予算の効果的運用を目的に，「沖縄県

沿道景観向上技術ガイドライン（平成 29 年）」を策定している。

当ガイドラインは，従来の道路植栽管理の抱える景観的・技術的

課題のみならず発注形式の改善提案にも言及しており，本県の道

路植栽管理の動向を整理する上での中心的な取り組みとなってい

る。そこで本項では，karahai 開発の前提の一つとなる当ガイドラ

インに示される方向性と実際の動向を整理した。 
（１）ハード対策（雑草防除） 

これまで道路植栽の現場では，維持管理予算のひっ迫を背景に

植栽スペースを縮減してきた。除草面積を縮減する意図から，連

続した植樹帯の桝化や，地表面に雑草が生えないよう透水性の舗

装材を敷設するというのが主な手法である。これらの対応は，維

持管理コストの低減へある程度の効果を得てきたが，低頻度の管

理も相まって道路景観の劣化を招いている。 
このような状況から，当ガイドラインでは，アレロパシー能を有

する地被植物（写真－7）や，芝生の活用（写真－8），イネ科雑草

を活用した修景に併せて NETIS 機材を活用した除草技術やシー

ル等を用いた間隙雑草対策，除草剤の活用を体系化している。県

管理道路では，この方針を受けて，実施施工を展開しており，別途

事業であるフラワークリエイション事業や，後述の性能規定方式

の道路植栽管理業務の取り組みも相まって良好な沿道景観が形成

されつつある。また，本取組みは，県内の国や市町村へも波及して

いるところである。 
（２）ソフト対策（新たな発注方式） 

これまで県では，管理回数等を定めた仕様規定方式による道路

植栽管理業務を発注していたが，先述の通り既定の回数が沖縄の

植物の成長速度に追い付いていない状況であった。そこで，当ガ

イドラインにて性能規定方式による発注形式が提案されている。

性能規定方式の植栽管理とは，従来の面積と回数・単価による積

算から，回数・手法・工種は問わず，効率的効果的な手法の技術提

案を募ることとし，出来ばえによる業務実施確認を行うものであ

る。これを受けて令和 3 年度には，試行的業務が発注され，従来

の仕様規定方式より効果的に管理ができるとの評価が得られた。

令和 4 年度には業務範囲を拡大し，令和5 年度においても更に業

務範囲が拡大される見込みである。この動きを業界では，従前の

仕様規定方式では活かしにくかった，現場・景観・植物を熟知した

造園業者ならではの視点による創意工夫を発揮でき収益向上につ

写真－1 背部の樹林地と一

体化した街路樹 

写真－2 背部の眺望景観を

阻害する街路樹 

写真－3 市街地で緑陰に乏

しい樹種 

写真－4 樹木の過大な成長

に伴う根上がり 

写真－5 過密な植栽間隔 写真－6 雑草繁茂 

写真－8 芝生(セントオー

ガスチングラス)の活用事例

写真－7 アレロパシー植物

（キキョウラン）の活用 
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ながるビジネスチャンスと捉え，積極的に受注している。 
また，当ガイドラインでは，これまで専門業者へ個別発注してい

た道路維持業務について，一業者に一括で発注する包括発注型を

提案している。これは，行政サイドの事務負担軽減を期待したも

ので，宮古・石垣管内では令和元年度から包括的管理業務が取り

組まれており，今後沖縄本島内においても同様の発注方式となる

ことが予想されている。これに対しては，ビジネスチャンスであ

ると共に，同業者並びに他分野の業者との競争激化による受注機

会の喪失が懸念される。 
上記以外に，複数年度契約方式の導入も提案されている。従来の

単年度契約方式と比べ，年度初期の無管理期間のない継続的な管

理の実現が期待されるが，現状，導入の動向は不透明である。 
 

４．造園事業管理プラットフォームkarahai（カラハーイ）の概要 

造園事業管理プラットフォームkarahai（以下：karahai）は，（一

社）沖縄県造園建設業協会と沖縄県緑化種苗協同組合を中心に造

園業界で開発したものである。前項までに述べた課題の解決手段

の一つとして，効率的・効果的な情報管理の観点から，行政の動向

を踏まえつつ業界が能動的かつ戦略的に展開し，他業者との競争

に勝ち抜く上でアドバンテージとなる重要なツールとして位置付

けている。なお，カラハーイとは，沖縄方言で「羅針盤」という意

味である。karahai によるDX 化が沖縄造園業界のこれから進むべ

き道を指し示す羅針盤となれるよう想いを込めたものである。

karahai は，サーバーにシステムを置いて運用しており，クラウド

サービスとして利用できるプラットフォームで，①在庫管理シス

テム，②街路樹管理システム，③道路植栽管理システムの 3 つの

システムが相互に連携することで構成されている。以下に各シス

テムの概要を解説する。 
（１）在庫管理システム 

在庫管理システムは，属人的な在庫管理の脱却と，受注機会の逸

失防止を目的に，植物材料の在庫状況の効率的把握や沖縄県緑化

種苗組合を中心とした植物材料取引等をシステム化したものであ

る。在庫情報としては，植物種・規格・規格別数量・生産圃場位置

などを登録しており，現在約30万本登録されている。組合及び自

社のみで管理できる情報と開示する情報を選別しており，システ

ム構築に際しては，電子機器の操作に不慣れな生産者でも入力・

更新できる仕様を念頭に，在庫樹木入力情報や写真撮影・在庫情

報更新・在庫樹木取引等の各種ルールを設定している。また，圃場

内でタブレットを使用し，現場で在庫数量を入力・確認できる仕

様とし，生産業者の利便性の向上を図った。また，組合・組合員・

生産業者といった関係者が利用できる以外に，行政及び設計者が

タイムリーな在庫状況を把握できる仕様としている。 

以上のシステム構築により，在庫情報が可視化され，各生産者の

在庫情報が容易に収集でき，棚卸などの作業効率の向上が実現し

ている。また，当該システムにより，他社の生産状況を踏まえて自

社で生産する植物材料のターゲティングが明確になると共に，多

品種少量生産に意欲を示す生産者も増加するなどの副次的効果も

得られている。 
（２）街路樹管理システム 

街路樹管理システムは，国道・県道・市町村道の街路樹（高木）

を点情報としてGIS上にプロットする構成としており，現在，試

験的に国道1路線の一部・県管理道路2路線の一部・市道1路線

の一部の高木情報を登録している。プロットしたオブジェクトに

は，植栽木の基本情報として，樹種名・規格・活力度・支柱・植栽

地情報・写真等を登録できるフォームを構成しており，オブジェ

クトの円の大きさで枝張りを，色の濃淡で活力度を表現すること

で視覚的に生育状況が把握できる仕様としている。街路樹情報の

入力は，在庫管理システム同様，現場でタブレットに入力・確認で

きる仕様とし，入力作業の効率化を図っている。 
この街路樹情報に対して，生育不良ないし過大成長している高

木を抽出し，植替・更新する場合の適切な樹種を在庫情報と紐づ

けて提案する機能を実装している。公共物である街路樹のデータ

ベース化を民間の造園業界が取り組んだ動機付けはそこにある。

適切な植替・更新樹種の抽出は，街路樹に適した樹種を，①在来種

と外来種の区分，②風環境圧ランクによる区分，③歩道幅員と整

合した樹冠ボリュームの区分の 3 つのカテゴリーで類型化し，対

象路線の条件に合致する樹種が抽出できるフローを構築している。 
また，このシステムには，路線情報として，土地利用状況や歩道

幅員・植栽間隔・風環境・土壌環境等を入力する線情報も落とし込

んでいる。これに併せて，課題として先述した土地利用に応じた

マクロ的配植の見直し，すなわちランドスケープ的視点に立った

街路樹の足し算のみならず引き算も含めた提案機能を実装してい

る。具体的には，歩行者が一定数利用することが想定される市街

地や住宅地では街路樹の新植・植替え・更新を提案する一方で，歩

行者の利用が限定的かつ周辺の自然景観が得られる郊外では，間

引き・撤去を提案するロジックを組み込んでいる。 
それ以外にも，沖縄県広域緑地計画（2018）や市町村で定める

緑の基本計画に示されるゾーニング，沖縄県の地図情報システム

オープンデータに掲載されている国道・主要地方道・県道の線情

報，観光資源，みどりのボランティア等のレイヤを加え，複眼的に

街路樹を評価できるよう情報の充実化を図っている。 
（３）道路植栽管理システム 

道路植栽管理システムは，街路樹管理システムが高木を対象と

していたことに対し，低木や芝生地・雑草地等の低層の情報を線・

図－1 造園事業管理プラットフォームkarahai（カラハーイ）概念図 
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面情報としてGIS上にプロットしデータベース化したシステムで

ある。この低層の情報に併せて，沖縄県で導入を進めている性能

規定方式の植栽管理業務にフィットし，現場代理人の写真管理等

の書類作成の負担軽減を支援する機能を実装している。具体的に

は，受注業務単位で対象路線・管理対象・管理ランク・モニタリン

グ評価等の維持管理業務情報の入力項目を設け，現場代理人が現

場でタブレットに入力し，月次に提出が求められるモニタリング

シートを自動作成する機能を備えている。また，管理情報やノウ

ハウの蓄積が自動化され本システムの価値向上が図られる構成と

して，気温や降水量のデータを自動取得し，雑草草高等の管理状

況の経過をグラフ化する機能も実装している。 
なお，性能規定業務は，プロポーザル方式での発注となっていた

ことから，造園業界として性能規定方式の管理方法や評価方法・

作成書類様式を提案し，発注者の採用を受けたことからこれを標

準仕様として業務を遂行している。また，実際の性能規定方式道

路植栽管理業務では，対象となる54路線で本システムを活用し書

類作成等の負担軽減に寄与しているところである。 
また，本システムでは，市民投稿ページ「みどれぽ」を整備し，

市民から街路樹や公園のみどりについて，様ざまな意見を受けつ

けている。みどれぽは，市民が気軽に投稿できるよう，投稿する写

真と簡単なコメントを地図に落とし込むシンプルな構成としてお

り，管理業務対象路線に対する意見が挙げられた場合は，該当路

線の管理画面に表示されるよう設定している。 
ポジティブと捉えられる道路利用者の意見としては，道路管理

ボランティアの参加意向や道路植栽追加要望などが挙げられ，地

域住民の道路植栽に対する意識醸成や官民連携につながる。対し

てネガティブな意見としては，生育不良や形姿不良の街路樹や繁

茂した雑草，沿道住民の生活に支障をきたす道路植栽に対する苦

情などが挙げられ，サービスの向上や品質向上を図る上で貴重な

意見とも言える。現在，道路管理者となる国や県・市町村などの行

政機関が道路利用者の声を受ける窓口となっているが，今後民間

主体の管理業務に移行した場合，受託した民間事業者が道路利用

者の声を受ける状況となることも想定される。このため，サービ

ス向上や道路植栽の品質向上を図る上で，道路利用者から挙げら

れる意見・要望・苦情等の意見をいかに吸い上げ，管理に反映でき

る体制を整えられるかが重要と考えている。 
 

５．Karahai構築に向けた取り組み 

karahaiは，平成30年度と令和元年度に在庫管理システムと街

路樹管理システムを，令和 3 年度に道路植栽管理システムを構築

した。街路樹管理システムを構築した令和元年度には，道路植栽

管理の行政担当者として南部国道事務所・沖縄県・那覇市・沖縄

市・名護市・浦添市・読谷村，有識者として琉球大学農学部へのヒ

アリング調査を実施し，行政が抱える街路樹や道路植栽管理に関

する課題やシステムに対する要望を把握した。また，ヒアリング

を実施した行政担当者を招いた座談会（写真－9）を 3 回開催し，

議論の深化を図った。システム構築後には，街路樹管理システム

の先進地である宮城県仙台市の行政担当者と造園業者を招いたシ

ンポジウムを開催し，先進事例を踏まえた行政・業界の関係者へ

本事業の取り組みとその意義，街路樹管理の意識醸成を図った。 
令和 3 年度には，3 つのシステムが構築されたことを踏まえ，

本システムを効果的に運用するあり方を探ることや，沖縄の造園

業界が取り組むべき視座を高めことを目的にオンラインシンポジ

ウム（写真－10）を 2 回開催した。シンポジウムでは，道路植栽

管理に携わる行政・コンサルタント・県内外の造園業界関係者等

を招き，多方面の多角的な事例や取り組み等の情報共有・意見交

換を行い，業界が取り組むべき事項を整理したロードマップやア

クションプランについて議論した。 

 

５．課題 

造園業界での受注機会の増加を図るためには，クライアントと

して想定される行政機関や道路利用者等に対して，業界の取り組

みをいかに周知するかが課題である。これまでも，専門誌や新聞

紙面での記事掲載やシンポジウムの開催など，情報発信に取り組

んできたところであるが，造園業者ならではの技術や取り組み姿

勢，karahai が道路植栽管理に活用する有効性を継続的に発信し

認知度を高める必要がある。また，膨大な街路樹データの収集は，

多くのリソースの確保が課題である。これに対しては，管理業務

での作業項目として組み込むことや，ボランティアの活用も念頭

に方針を検討している。加えて、karahaiの意義を高める上で，i-
tree にて構築される貨幣換算などの機能実装は、街路樹の価値の

見える化を実現する上で必要不可欠と認識しており，今後，産官

学連携による取り組みでの実現可能性を検討している。 
 

６．今後の展開 

karahai は，業界の DX 化の中核となるツールとして開発して

いる。システムを継続的かつ効果的に運用するためには，造園木

に対して専門的な知識や経験を有した造園技術者が監理すること

が必要不可欠である。すなわち，造園業界が主体的に街路樹を管

理出来る体制を構築することが，街路樹管理システムの効果を最

大化できるカギとなる。そこで，造園業界による karahai の将来

的な運用展開の方向性を以下に整理した。 
①造園業界でシステムを運営する組織を構築 
②国・県・市町村から既存木の更新・補植・撤去等の街路樹管理業

務や，新規植栽を含めた街路樹植栽工事等のマネジメント業務

を業界で一括請負，造園業者に発注 
③植栽工事発注時期を見据え，必要な植栽材料の計画生産の促進 
④将来的には道路植栽以外の公共植栽工事や，ホテルやリゾート

地などの民間造園空間の植栽工事及び管理業務へ展開 
 

７．おわりに 

前述の具体化には，街路樹管理に対する意識醸成や多方面での

合意形成などが必要不可欠である。継続的に行政と業界，業界内

部で意見交換を重ねながら，実現を模索したい。 
karahai を中心とした取り組みが好循環を生み，県民生活向上

並びに観光産業振興・良好な景観の創出・維持に寄与すると共に，

沖縄造園業界の持続的な発展の一助となれば幸甚である。 
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